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Hondaの歴史

世のため人のため 自分達が何かできることはないか

人の役に立つ
「技術は人のために」

儲ける前に一つ条件がある。
それは「正しいか」「正しくない」か、ということ。

談話
（1962）
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Honda は 世界最大のモビリティメーカー

• 世界中で年間約3000万人のお客様

 事業別売り上げ台数推移
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会社概要 ： 本田技研工業株式会社

 設 立

 主要製品 四輪事業（普通、小型、軽自動車）

二輪事業（モーターサイクル）

航空機・航空機エンジン事業

ライフクリエーション事業
（農機具、発電機、汎用エンジン、船外機）

 連結子会社

 資本金 860億円

 従業員総数

1948年 9月 24日

本社所在地

東京都 港区 南青山 2-1-1

証券コード＜７２６７＞

連結： 204,035人 （2022年 3月31日 現在）

单独： 36,111人 （2022年 3月31日 現在）

(株)本田技術研究所 (株)ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパン

など 406社 （2022年 3月31日 現在）
取締役社長 三部 敏宏
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Honda 2030 Vision
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Motorcycle

One Mile

AD/EV

FC

Honda

eMaas

Marine

Honda

アバターロボット

(分身ロボ)

宇宙領域への挑戦

Honda Jet

Honda eVTOL

(電動垂直離着陸機)

絶対安全と環境負荷ゼロで具現化

人が活躍できる時間や空間を拡げる人々の自由時間を創出する

「生活の可能性が拡がる喜び」を提供

新たな挑戦
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自己紹介

2000年 株式会社本田技術研究所 入社

エンジン(ENG)先行開発に従事

・燃費、排気ガス担当 ENG制御、適合

・ENG、触媒・排気系システム開発、Sim開発

・パワートレーン 0D、1D、3D Sim、xILS

・実機テスト置換、ベンチ、シャーシ設備導入

・パワートレーン性能設計

2018年 開発プロセス改革室

2020年 デジタル改革統括部

2022年 四輪 ものづくりセンター 開発戦略統括部

MBD推進センター（JAMBE） 企画統括委員

大久保 宏祐（Hirosuke Okubo）

ストリーム GDIリーンバーン

NSX V6縦置き

アコード L4 ENG・触媒

NSX V10 ENG・触媒

アコード用 T/C ENG

パワートレーン開発手法改革

開発プロセス、MBD、MBSE

車１台分開発プロセス改革

PLM、CAE基盤、RFLP

四輪シリーズ開発プロセス改革

10



Honda Motor  Automobile  Center/ 19

アジェンダ

１．会社概要紹介

２．自己紹介

３．開発の課題とデジタル活用

４．まとめ

11



Honda Motor  Automobile  Center/ 19

2050年に向けて求められる開発課題への対応

EV

自動運転

運転支援

V2X

eMaas

開発対象 開発課題

大規模複雑化システムの開発

サプライヤー様との協業

非自動車業界様との協業

検証範囲拡大

製品ライフサイクルCO2削減

既存事業製品の開発効率化と、拡がり続けるモビリティシステムの開発課題解決が急務
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従来開発の課題

差分開発の効率化が必要、実機検証体質からの脱却が喫緊の課題
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 最速試作、最速実機検証環境の充実

実機検証の抜け漏れ

本田技研 / 本田技術研究所（栃木芳賀）隣接テストコース

1860 m

1360 m

レースで鍛えた
試作技術

栃木 さくら ADASテストコース

生産地域変更

販売地域変更

調達先変更

法規変更

パワーユニット仕様変更

 市場不具合の原因（例）

実機検証
ベース開発
の弊害

市場不具合
の発生
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ハード開発

制御ソフト
開発

検証

検証

自動車開発プロセスの改革

従来の機能別開発から、開発初期に多様な要求を明確化し、そこから製品開発へブレークダウンしてゆく
SE(Systems Engineering)の考え方をベースとする開発プロセスへの変革が必要

機能 A

機能 B

…

機能 Z

機能割付 検証

検
証要求分析

要求分析

実車
→テスト
手戻り小

■新プロセス

要求

要求定義

車体開発 … … 検証
車体ボディ サスペンション タイヤステアリング ブレーキ

E&E、制御ソフト開発 検証

制御ユニット

実車
→テスト
手戻り大

■従来プロセス
パワートレイン開発 検証

エンジン トランスミッションモーター
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システム性能割り付け

新プロセスに用いるデジタル技術
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車両
レベル

システム
レベル

部品
レベル

車両１台分目標設定

相互検証プロセス

目標と要求の定義 要求とハード・制御の機能割付け 妥当性確認と結果検証

達成レベルの確認

Gate Gate

シーン
定義

チーム
目標値

システム分析
アーキ設計

要求値
設定

目標値
設定

システム
検証

シーン
検証

達成
見通し

繰返し

繰返し
シリーズ
企画
結果

＋

過去
機種
情報

シーン
定義

車両
目標値

車両
要求

CAE / CAD/ ALM / PLM

ハード開発プロセス

制御開発プロセス

設計

設計

検証

検証

Gate

出図

諸元・数式・0D SysML・0D・1D・MBS 1D・MBS・FEM DPMモデル

設計
プロセス

デジタル
技術

基盤

開発品質、市場品質は出図前にほぼ決まる、出図前のプロセスにデジタルを最大活用

SE/MBSE MBSE/RFLPエンジニアリング手法 ※DPM:データプロトモデル
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今後の方向性
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大規模複雑システム開発 → 試作品提供前に振舞いを考慮できるモデルで検討
サプライヤー様協業 → 各社の秘匿化された部品モデルを組合せて性能を検討

開発
課題

必要
項目

１．基本車両アーキテクチャ上で部品特性を入れ替えて高速検討
２．I/Fが統一された各社の部品特性モデルの入手
３．各社の機密が保持された、OEM、サプライヤーがアクセス可能な高速Sim環境

モデルI/F仕様を合わせ、連成Sim環境をクラウド上に構築する事でMBDの効率化を図る
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まとめ

 開発品質、市場品質の向上の為に、上流での設計強化が必要

 システムズエンジニアリングの考え方を適用した新開発プロセスへ移行

 新開発プロセスに必要となるCAEプロセスを定義

 より効率的なMBD展開の為に、社外とのモデル流通と検証環境が必要
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